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 ◇◆関係機関等からのお知らせ◆◇
 　　第５回「心と遺伝子研究会」開催のお知らせ（8/30）
 ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞
 　「心と遺伝子研究会」では、第５回の研究発表集会を下記の通り
 開催いたします。今年もBio Tsukubaの後援を頂いての開催となり
 ますので、企業の皆様方と共に討論させていただき、シーズを顕在
 化していただければ幸甚に存じます。「快適な心」をキーワードに
 した新規事業の創出、または具体的な展開をイメージしたいと考え
 ているベンチャー企業の皆様、このチャンスにぜひご参加ください。

 ◆日時：平成１８年８月３０日（水）１０：００～
 ◆場所：文部科学省・研究交流センター２階、国際会議場
 　　　　茨城県つくば市竹園２丁目２０－５
 　　　　http://www.mexttci.go.jp/access_j.html
 ◆プログラム：研究会（10:00～）
 　１．事務局からのお知らせ
 　２．研究代表挨拶（村上和雄）（10:10～10:30）
 　３．特別講演（10:30～11:30）　座長：村上和雄
 　　　“がんの心理療法「SAT」―生き方変容を支える”
 　　　宗像恒次（筑波大学・大学院人間総合科学研究科）
 　～昼食（11:30～13:00）～
 　４．研究発表：
 　　午後の部・前半(13:00～14:15)座長：浦山修（筑波大学教授）
 　　①糖尿病治療標的遺伝子としてのTFE3の機能解析
 　　　中川　嘉（筑波大学・大学院人間総合科学研究科）
 　　②摂食調節、肥満・糖代謝異常の脳メカニズム
 　　　仙波恵美子（和歌山県立医科大学・第二解剖学教室）
 　　③ラット糖尿病性肝障害に対する灸の効果「伊東細胞」の
 　　　生体防御作用
 　　　中井さち子（河合塾学園トライデントスポーツ健康科学専門学校）、
 　　　　渡  仲三（名古屋市立大学）
 　～休憩～（14:15～14:30）
 　　午後の部・後半(14:30～15:45)座長：鈴木文昭(岐阜大学教授)
 　　④ピンピンコロリ人生のための“笑いと泣き(涙)”について
 　　　江見明夫（日本健康管理学研究所）
 　　⑤がん抑制遺伝子活性度および血液免疫力の季節変動として顕在
 　　　化したがん患者の潜在化ストレスイメージへのSATイメージ療法による対応
 　　  ― 夏季を鍵状況として血液データに身体症状化したストレスイメージ ―
      小林啓一郎、橋本佐由理、宗像恒次(筑波大学・大学院人間総合科学研究科)
    ⑥がん抑制遺伝子が動く時 ― 建前主義から充実感と感動の生き方へ ―
 　　　橋本佐由理、小林啓一郎、宗像恒次(筑波大学・大学院人間総合科学研究科)
 　５．BioTsukubaからのお知らせ（15:45～16:00）
 　　　小谷純久（つくば研究支援センター）
 ◆参加費：無料
 ◆申込方法：御所属、ご芳名、ご連絡先をメールにて「心と遺伝子研究会」
 　　　　　　事務局(kokoro@fais.or.jp)までご連絡ください。
 ◆当日お弁当が必要な方は8月18日までに研究会宛(kokoro@fais.or.jp)
 　お申し込みください（1,050円当日引き換え）。
 　なお、会場周辺にはレストランもございます。
 ◆お問い合わせ：(財)国際科学振興財団「心と遺伝子研究会」事務局
 　　　　　住所： 茨城県つくば市赤塚牛ヶ淵５８６－９
 　　　　　 TEL：029(836)6830、FAX：029(836)6831


